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付けられた Randomized Controlled Trial が採用され、豊富な文献検討から観測変数も適切に選択
され、正確に分析されている等の点から、結果の信憑性も高いものと評価できる。また、結果に基
づき端的な考察がなされ、漸進的筋弛緩法は、グループホームにおける認知症高齢者に対して、日
常ケアの中で集団レクリエーションの中に組み込んで実施していくことで有用性が得られやすい
方法であり、継続して実施することにより、BPSD出現を抑制し、中でも不安や興奮は減少しやす
い可能性があるという看護実践への示唆が導かれている。 
公開最終試験では、審査委員から評価項目の選定の妥当性についての質問に対して、先行研究に
よる裏付けを引用して適切に回答がなされた。また、申請者が実施できない日の漸進的筋弛緩法の
施行に関しては、職員に委嘱したことに関連した結果への影響についての質問に対しては、漸進的
筋弛緩法はすでに実施方法が確立されたものであり、その方法に忠実に則った教育 DVDを作成し、
事前に職員に教育を行ったこと、連絡ノートを活用し連携を密にとり適正に実施されるよう工夫し
たことが述べられた。さらに、汎用性についての課題に対する質問に対しては、漸進的筋弛緩法は
簡便な方法であり、多職種が実践できるものであり、日常のグループレクリエーションに導入可能
であるとの回答がなされた。しかしながら、対象が認知症を持つ人であることを考慮し、個別の関
わりが重要になることを啓発していく必要があると今後の発展性を踏まえた意見も述べられた。研
究の限界として、ダブルブラインドでの実施は困難性に触れ、それを最小限にする対応として行動
指標の評価において職員に十分に説明を行う努力をしたことが説明された。今後の研究の展望とし
て、本研究で明らかになった一定の効果が、どれくらい持続可能なのかについて、より長期的介入
を行い検討してく必要があると研究の発展性、課題が語られた。 
以上より、本学位審査委員会は、提出された本論文が愛知県立大学大学院看護学研究科博士後期
課程の学位に関する内規第 16条 2項の審査基準を満たしており、看護学領域における実践・研究
の発展に寄与する学術上価値ある論文であり、申請者が看護専門領域における十分な学識と研究者
としての能力を有するものであると確認したので、博士（看護学）の学位を授与するに値するもの
と全員一致で判断した。 
 
 
